
県議会の概要説明

オリエンテーションの中で、荻田議会運営委員

長から、議員定数と選挙区、会派、常任委員会、

特別委員会及び議会運営委員会等の議会のしく

みや、議会の議決権及び調査・検査権、県民の利

益につながる意見書の提出、県民からの請願・陳

情の審査等の議会の役割や仕事、並びに議員の

活動等についての概要説明が行われました。

（於：第１委員会室）

議会運営委員会

本会議が公正円滑に運営できるよう、会派を代

表する議員により本会議の議事日程等を話し合

い、議員全員の合意形成を行うための議会運営委

員会を、各学校を一つの会派とみなして、各学校

を代表する高校生議員により開催されました。

（於：議会運営委員会室）

本 会 議

開 会

午後１時４分

○芝池議会事務局長

ただいまから奈良県高校生議会を開催いたしま

す。

まず初めに、中村昭奈良県議会議長からご挨拶

を申し上げます。

議 長 挨 拶

○中村奈良県議会議長

皆さん、こんにちは。奈良県議会議長の中村で

す。本日この議場におきまして、平成２７年度奈良

県高校生議会を開催するに当たりまして、県議会

を代表いたしまして、一言ご挨拶を申し上げます。

さて、奈良県高校生議会は本年で４回目を数え

ます。若者の政治離れが懸念されている今日、奈

良県の政治に興味を持ち、知事や教育長に質問

や提言をしたいという高校生が県内にたくさんおら

れることを大変うれしく思っております。

本日は６校２６名の皆さんに議員になっていただ

き、次代を担う若者の視点から県政について質問

や提言をしていただきたいと思っております。どの

ような質問、提言をしていただけるのか大いに楽し

みにしております。

また、選挙年齢が１８歳以上に引き下げられ、来

年の参議院議員選挙から適用される見通しでござ

います。このような中で、次世代を担っていただく
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高校生が奈良県政や県議会への理解と関心を高

めるために、この高校生議会で知事や県議会議員

と意見交換を行うことは大変有意義なことでもござ

います。

私たち県議会議員は県民のさまざまな願いや思

いを県政に反映させるために、知事や行政委員長

をはじめ、関係部局長と県行政へのあり方や方向

性などにつきまして議論をし、重要な施策や県の

予算について審議、決定をいたしております。ま

た、日々の調査活動に基づき、奈良県の特性に応

じた独自の条例の制定や新たな政策提言も行って

いるところであります。今後とも県民の声に真摯に

耳を傾け、また他府県の状況なども学びながら、住

みよく魅力ある奈良県になるよう、引き続き努力を

していく考えでございます。

最後になりましたが、高校生議会の開催に際し、

ご協力をいただいた各校の校長先生をはじめ担当

の先生方に深く感謝を申し上げ、開会の挨拶とさ

せていただきます。ありがとうございました。

○芝池議会事務局長

続きまして、荒井正吾奈良県知事からご挨拶を

いただきます。

知 事 挨 拶

○荒井知事

皆さん、こんにちは。高校生議会の開会に当たり

まして、一言ご挨拶を申し上げます。

本日、皆様にお集まりいただきましたこの本会議

場では、通常、年４回県議会が開催されています。

本日は５回目の県議会ということになります。皆さ

ん、よくご存じのように、議会は民主主義実行の中

心機関でございます。民主主義は選挙で選ばれた

議員の皆様が多数決によって県の意思を決めると

いうことになっています。議会は県の意思決定機関

ということになります。したがって、議会で決定され

たことは県の意思の決定ということになりますが、こ

のような議会の決定を議決と呼んでおります。あら

ゆる議決はこの本会議場で決定をされています。

したがって、この本会議場はまさに本県の議会制

民主主義の現場、県の意思の決定の現場というこ

とになります。

来年の６月からは１８歳以上の全ての人が選挙

に参加できる権利を持たれることになりました。した

がって、皆さんも間もなくこの権利を持たれることに

なりますが、きょうは皆さんのための臨時の議会で

ございます。

ことしもこの本会議場において高校生の皆様方

からさまざまな分野に関し多岐にわたる質問や提

言が発表されるとお聞きし、楽しみにしております。

議会のもう一つの大きな機能は議論をすることで

ございます。次世代を担う皆さんと住みよく魅力あ

る奈良県づくりについて意見交換をし、議論をさせ

ていただき、奈良の未来を一緒に考える機会を持

たせていただくことは非常に意義深いことだと思っ

ております。若い皆様の感性で日ごろから考えて

おられる県政に対する質問や提言を行っていただ

き、奈良県の重要事項について議論をしていただ

きたいと思います。期待しております。

終わりになりましたが、本日の高校生議会開催

に際し、お忙しい中いろいろとお世話いただきまし

た各学校の先生方、県議会議員の皆様方、その他

関係の方々にお礼を申し上げまして、開会のご挨

拶とさせていただきます。

○芝池議会事務局長

次に、本日参加の高校生議員の皆様を紹介い

たします。名前を呼ばれましたら、ご起立願いま

す。

（個々の紹介は高校生議員名簿をご参照ください）

○芝池議会事務局長

続きまして、理事者の紹介をいたします。
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荒井正吾奈良県知事です。

なお、本日ご出席いただきました理事者の皆様

のご紹介につきましては、誠に恐縮でございます

が、お手元の座席表をもってかえさせていただきま

す。

続きまして、奈良県議会議員の紹介をいたしま

す。

中村昭議長です。荻田義雄議会運営委員長で

す。

また、本日出席いただきました県議会議員の皆

様のご紹介につきましては、お手元の出席議員名

簿をもってかえさせていただきます。

○芝池議会事務局長

次に、奈良県高校生議会の議長を橿原高等学

校、田中美帆議員、畝傍高等学校、萩岡創議員に

務めていただきます。

それでは、田中議長、議会の進行、よろしくお願

いします。

開 議

○田中（美）高校生議長

ただいまから奈良県高校生議会を開会します。

それでは、県政に対する質問を行います。

（橿原高等学校 田中美帆議員）

順位に従い、橿原高等学校、２番、西川由既議

員、３番、竹本祐哉議員、４番、竹本晴紀議員に発

言を許します。

知事等との意見交換

高校生からの質問

○西川議員

奈良県立橿原高等学校、２番、西川由既です。

奈良県のこども・女性支援とその対策についてお

尋ねします。

（橿原高等学校 西川由既議員）

奈良県の女性就業率は平成１７年度に５３.０％、

平成２２年度に５６.５％と、約３％上昇しています。

依然としてランキングでは全国最下位ですが、これ

は県の政策であるワーク・ライフ・バランスの推進の

効果のあらわれだと思います。一方、奈良県の女
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性合計特殊出生率は平成２５年が１.３１、平成２６

年が１.２７と下降傾向にあります。これは先ほど示

したように、女性の就業率が上がったことによって、

さらなる未婚女性の増加や晩婚化が進んだことが

原因だとも考えられますが、まだまだワーク・ライフ・

バランスが十分に達成できていないことも原因の１

つではないかと考えます。

母親やその友人に聞いたところ、子育てのため

に仕事を辞めざるを得なかった女性も多いそうで

す。現在、安心こども基金を活用した民間保育所

の新設、増改築を進めた結果、定員は大幅に増加

しましたが、それ以上に入所希望数が増加してお

り、その結果、保育所待機児童率は平成１８年度の

全国３１位から、平成２６年度の３８位に低下してい

ます。これは、子どもを安心して預けられる環境が

整っていない現状を示すものです。

私が小学生のとき、母親はパート勤務のために

帰宅が遅く、小学校に隣接していた学童保育に預

けられていました。そこでも大人の数に対して子ど

もの数が非常に多く、十分に安全に配慮された環

境ではなかったのかも知れません。子どもを預けら

れる環境が十分であれば、母親になる女性の将来

に不安を緩和し、子どもを生むことを前向きに考え

る家庭がふえ、出生率は自然に上昇すると思いま

す。そして、子どもたちは多くの友達をつくり、競争

しながらすくすくとたくましく成長することでしょう。

このまま出生率が下がり続け、人口減少、高齢

化にも拍車がかかれば、労働人口の低下により、

日本の未来にも大きな影響を及ぼすと言われてい

ます。今のままでは、奈良県が全国に先立ってそ

のような状態になると考えられます。

そこで知事に質問です。

知事は今後の奈良県の出生率低下の打開策と

してどのような考えをお持ちでしょうか。その考えを

お聞かせください。

○竹本（祐）議員

３番、竹本祐哉です。奈良県のスポーツ振興へ

の取り組みについて、お尋ねします。

奈良県の学力は全国でも上位に位置していま

す。しかし、国民体育大会の男女総合成績は平成

２６年度で３５位となっており、運動面においては、

現状ではあまり芳しい成績ではありません。しかし、

奈良マラソンが全国的にも有名になり、また総合型

地域スポーツクラブ数が平成２６年度には全国１２

位になるなど、大幅に増加しています。また、奈良

県民の１日３０分以上の運動実施率が年々増加し

ています。また、高校生も毎日生き生きと部活動に

取り組んでいます。

（橿原高等学校 竹本祐哉議員）

そこで、さらなる奈良県のスポーツ活性化を図る

ためにも、今以上の取り組みが必要になってきま

す。

私はスポーツ施設の充実が不可欠であると考え

ます。奈良県の人口１００万人当たりの社会体育施

設数は３７位であり、またその大部分は昭和６０年

のわかくさ国体開催時に建設、整備されたもので、

全国規模の競技会を実施することは困難です。

今年は全国高校総体が近畿圏で行われ、全３０

競技のうち６競技が奈良県を会場として開催されま

した。高校生活動、わっしょい倭などさまざまな組

織が開催に向け、ＰＲ活動などを行い、大会は成

功裏に終わりました。

そこで県民の運動意識が高まりつつある現在、

全国世界大会レベルで活躍できる奈良県民を育

てるためにも、今こそスポーツ施設の新設、改修が

急務であると考えます。それにより、バスケットボー

ルやサイクリングチーム以外にもプロスポーツチー

ムの発足が可能になると考えます。

そこで知事にお尋ねします。

知事は奈良県のスポーツ施設の新設に向けて

どのようにお考えでしょうか。その考えをお聞かせく

ださい。
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○竹本（晴）議員

４番、竹本晴紀です。奈良県の学びの支援のた

めの取り組みについてお尋ねします。

奈良県は高校３年生１,０００人当たりの京都大学

への合格者数が１９.６人で全国第１位、東京大学

への合格者数が５.５人で全国第２位と聞きました。

もちろん、大学は東京大学や京都大学だけではな

いですが、奈良県の高校生には入試に必要な学

力が身についている生徒が多いと言えるのではな

いでしょうか。それだけでなく、最近、数多くのメデ

ィアにも出演されている精神科医の名越康文先生

も奈良県出身ですし、ほかにも日本や世界で活躍

する奈良県出身者が数多くいらっしゃいます。

これらのことは、私たち奈良県の高校生にとっ

て、とても誇らしいことです。奈良県の高校を卒業

した生徒がもっと活躍をしていくためには、これから

はいわゆる知識の習得だけでなく、それ以外の要

素も鍛えることが重要だと考えます。

文部科学省は変化の激しいこれからの社会を生

きる子どもたちに生きる力を身につけたいとしてお

り、生きる力は確かな学力のほかに、豊かな人間

性、健康、体力が挙げられています。

（橿原高等学校 竹本晴紀議員）

このような生きる力を身につけるためには、学校

での学習だけでなく、地域のコミュニティーを利用

した学びが有効なのではないかと思います。つま

り、自分たちの勉強が自分たちの生きる地域とどう

関わるかが実感できれば、おのずと学ぶ意欲が高

まり、人間性も豊かになると思うからです。

現在、橿原高校では地域の保育園や幼稚園へ

訪問し、交流したり、地域の行事に参加したりして

いますが、そのほかにも地域の高校、中学校、小

学校が連携し、高校生が勉強をサポートしたり、と

もに運動をしたり、部活動をしたりする場が用意さ

れていれば、私たち高校生は地域とのつながりを

感じ、意欲を持って勉強や運動に取り組むことがで

きると思います。

また、私たち高校生が地域の人々が得意とする

勉強や運動など、さまざまな分野を気軽に教えても

らえるような環境が整えば、地域の人々にとって

も、やりがいを感じてもらえるのではないでしょう

か。

このように、世代を超えた人々が集まった地域の

コミュニティーでの活動がふえると、年齢の違う子ど

も同士のふれあいや、家族や学校の先生とは違う

大人とのコミュニケーションが増加し、それを通し

て、人間性を高めることが可能だと思います。

そこで教育長にお尋ねします。

奈良県の高校生が地域とのつながりを実感し、

生き生きと豊かに学ぶために、どのような取り組み

をされているか、今後の予定も含めてお聞かせくだ

さい。

○荒井知事

県立橿原高等学校、西川議員のご質問にお答

え申し上げます。

ご質問は奈良県の出生率低下の打開策というご

質問でございます。

ご指摘のように、奈良県の出生率はいろんな要

因で低下しております。その要因について考えて

みました。

奈良県では男女とも２０代後半の未婚率が高い

わけでございますが、このことが合計特殊出生率と

いう赤ちゃんが生まれる割合を低くしていると考え

られております。他の県と比較したら、その様子が
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よりわかる結果になりますが、奈良県は２０代男性

の非正規雇用の割合が高いわけでございます。

非正規雇用の割合が高いと年収が下がります。

年収３００万円未満の人の割合も高いことがわかっ

ております。また、男性は年間所得が２００万円未

満になりますと、有配偶者の割合が低くなることも

統計上、わかっております。年間所得が２００万円

未満になると、なかなか結婚もできない経済状況だ

というように言われております。したがって、このよう

な状況を判断いたしますと、少子化の改善には若

者の雇用の安定が大変重要だというふうに思われ

るところでございます。

一方で、希望するお子様の数を持ちながら、仕

事と家庭を両立するため、ワーク・ライフ・バランス

を確立するためには安心して子どもを預けられる

保育環境も重要でございます。保育環境は県だけ

でなく、市町村の役目も大きいわけでございます

が、市町村と連携しながら、保育所や認定こども園

の整備を推進することが重要だと思っております。

また、保育士さんが十分確保できないと保育園

も維持運営ができませんので、保育士に対する研

修を充実させることで、安全安心な保育環境をつく

っていきたいと思っております。さらに、今年度から

県内の大学に協力をいただき、若者を対象として

ライフデザイン形成セミナーというものを実施し始

めました。

また、幼児とのふれあい体験などを行うこととして

おりますが、結婚や子育てを身近に感じていただ

きたいと考えております。結婚は個人の自由意思

でございますけれども、結婚に向かって子どもをつ

くっていただく社会の意識の醸成も大事かと思って

おります。

こうした取り組みを通じまして、子どもを産み、育

てやすい、子どもが健やかに育つ奈良県の実現を

目指してまいりたいと考えているところでございま

す。

２つ目のご質問は、県立橿原高等学校、竹本祐

哉議員でございます。奈良県のスポーツ施設の新

設についてのご質問でございました。

スポーツは県民全ての皆様にとって大事な行事

でございます。奈良県では、誰もがいつでも、どこ

でも運動、スポーツに親しめる環境づくりを基本目

標にしております。そのためには、スポーツ施設や

学校体育施設はもちろん、身近な公共施設を有効

に活用しながら、スポーツ環境の充実が必要だと

考え、取り組んでおります。

最近の取り組み事例を幾つかご紹介申し上げた

いと思います。

平成２５年４月には橿原公苑内にジョギング＆サ

イクリングステーションを新設いたしました。昨年７

月には大和郡山市に屋内外プール、またフィットネ

ススタジオなども兼ね備えましたスイムピア奈良、

県立プールの新規の建設をいたしました。本年４

月には、明日香庭球場のコート改修や宿泊機能を

備えたクラブハウスを新設し、いずれの施設も好評

をいただいているところでございます。

今後の計画といたしまして、奈良県トレーニング

センターを整備する構想がございます。オリンピッ

クなどの国際舞台で活躍できるトップアスリートなど

の育成を目指して、スポーツ医科学や高度のトレ

ーニング機能を有した施設の建設でございます。

スポーツ施設の整備は議員がおっしゃいましたよう

に、スポーツ振興や競技力の向上につながる重要

な要素でありますし、また、プロの高度のスポーツ

が県民の皆様の目に触れることによって、スポーツ

に対する意識が大変向上するように思います。

新しいスポーツ施設だけでなく、既存施設の長

寿命化や機能向上も重要でございます。奈良県の

施設は大変古くなっているわけでございます。その

充実に努めてまいりたいと思います。

なお、大規模スポーツ施設の構想がございま

す。サッカー場やアリーナを新しくつくったらどうか

というご意見があるところでございますが、今後の

検討課題にさせていただいているところでございま
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す。

３番目の質問は教育長がお答えさせていただき

たいと思います。ご質問、ありがとうございました。

○吉田教育長

４番、県立橿原高等学校、竹本晴紀議員の、地

域とともに学ぶ取り組みの充実についてのご質問

にお答えをいたします。

本県の高校生に生きる力を育むためには、地域

や社会との関わりの中で高校生みずからが課題を

見つけ、高校生みずからが主体的に学ぶ、そして

自分の考えを広げたり、深めたりしていくことは大

変重要であると考えております。

そのため、県教育委員会としては全ての県立高

校で郷土の伝統や文化などを生きた教材にして学

ぶ奈良ＴＩＭＥの学習を実施し、地域と協働して課

題解決に取り組むなどの活動を進めているところで

ございます。

また、地域社会に積極的にかかわる意欲や態度

を養う目的で１５の地域のおきましては、高校生が

中心となりまして、地元の小中学生や自治会と協

働して挨拶運動や清掃活動などのボランティア活

動に取り組む事業を実施しております。

学校独自の取り組みといたしましては、体育科

の高校生による地元小学校の体力テストのサポー

ト活動、また書芸コースの生徒が近隣の小学生を

集めて書道を教えたりする活動などを行い、高校

生が教える側の体験を通して、自分をさらに見つ

め直し、みずからの学ぶ意欲を高めております。

さらに、二階堂高校では１年生全員が社会福祉

法人に出向き、直接医療福祉活動に接したり、ま

た医師や看護師の方々などから直接意見を聞くな

どして、地域に貢献しようとする意欲を育んでおり

ます。今後、この取り組みを県全体に拡大をしてま

いりたいと考えております。

以上でございます。どうもありがとうございました。

○田中（美）高校生議長

次の質問を行います。

次に、添上高等学校、６番、新谷啓議員、５番、

北谷奈美議員に発言を許します。

○新谷議員

添上高等学校、６番、新谷啓です。私はリニア中

央新幹線の誘致に合わせた観光の振興について

お尋ねします。

観光庁のホームページによると、現在奈良県に

は法隆寺地域の仏教建築物、古都奈良の文化

財、紀伊山地の霊場と参詣道と３つの世界遺産が

あり、これは日本で一番多い世界遺産登録数とな

ります。国宝の数も東京、京都に次いで３番目に多

く、観光するにはとても魅力的な土地のはずです。

しかしながら、平成２５年度の奈良県の観光客数は

３,５４７万人で、これは京都、大阪の半分以下の数

字でしかありません。

（添上高等学校 新谷啓議員）

近年を振り返ると、平城遷都１３００年祭が催され

た平成２２年度こそ、前年度より増加を見ましたが、

総じて横ばいの状態が続いています。観光資源に

恵まれている割には少ないと言わざるを得ません。

気の早い話ですが、リニア中央新幹線は２０２７

年に東京名古屋間、２０４５年には東京大阪間の開

通が予定されています。これが予定どおり奈良を

通れば、大都市圏からのアクセスが飛躍的に容易
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になり、今まで以上に観光客が奈良を訪れやすく

なります。そのときまでに県外や国外の人に向け

た、奈良を訪れてみたいと思わせる施策の充実が

必要ではないでしょうか。

例えば、現在運行中のぐるっとバスの運行範囲

を広げ、県北部の東大寺、平城宮跡だけではな

く、唐招提寺、法隆寺などの有名な観光地を周遊

する観光に特化したバスの導入などにより、初めて

の人も効率よく奈良巡りが体験できます。ほかに

は、既に行われている薬師寺など、歴史的建造物

を舞台にしたライブやコンサートなどをもっと大規

模に行うことで、県外の人にもアピールすることが

できると考えています。

また、奈良の魅力的な観光ポイントとして、県中

南部にこそもっと注目すべきだとも考えています。

中部以南に観光客を呼ぶことで県内での滞在時

間が増え、近年問題視されている宿泊者数の減少

にも歯止めがかかると思います。そのためには、県

中南部へのアクセスをもっと容易にするだけではな

く、そのことを県外へもアピールしなければなりませ

ん。

リニア中央新幹線の開通により、今まで以上に

奈良を訪れる人がふえることが期待されます。ま

た、リニア中央新幹線の開通は奈良の新旧文化を

県外、国外へと広めるチャンスでもあります。

そこで知事に伺います。

リニア中央新幹線の開通に合わせた広く本県を

訪れてもらうための観光の振興策について、具体

なお考えをお聞かせください。

○北谷議員

５番、北谷奈美です。私は奈良県のこれからの

文化についてお尋ねします。

奈良県と言えば、東大寺や正倉院をはじめとす

る過去の遺産はたくさんありますが、現在の文化は

と聞かれると、私自身あまり思い当たるものがありま

せん。

奈良県の文化についてインターネットで調べて

みたところ、やはり出てくるのは文化遺産ばかりで

した。長い歴史があり、穏やかで住みやすい土地

ですが、その一方で昔の建造物ばかりが強調され

ているのはとても残念に思います。本当は奈良県

には私の知らない文化、気づいていない文化がた

くさんあると思います。

母や祖母に聞くと、食文化では柿の葉寿司や茶

がゆ、伝統行事では唐招提寺うちわまきやおん祭

があると言われました。しかし、これらは私の身近な

文化ではありません。これらについて知っているの

は、県内の大人やお年寄りがほとんどで、私のよう

な若者や子どもは教えてもらわなければわかりませ

ん。ましてや、県外、さらには国外へと目を向けれ

ば、ほとんど知らない人ばかりだと思います。

（添上高等学校 北谷奈美議員）

もちろん、墨づくりや茶せんづくりがあることも、

皮革産業や靴下づくりをはじめとする産業があるこ

とも知識としては知っています。しかし、現在、私を

取り囲む生活文化として実感が乏しいのです。この

ままでは、子どもたちが大人になるころには、奈良

県の文化について知らない人、無関心な人ばかり

になってしまいます。そのようにならないよう、広く

県民が昔ながらの文化を再認識したり、実際に体

験したりしつつ、新たな文化を創造できる、そんな

環境づくりが必要ではないでしょうか。

今、奈良県では文化芸術活動の増幅と参加の

拡大を目指してムジークフェストならや、奈良県大

芸術祭など、たくさんのイベントが開催されていま

す。すばらしいことだと思います。しかし、それらと

奈良県独自の文化との関連はまだまだ薄いように

思えます。

そこで知事にお伺います。

奈良県の将来の文化のあり方について、現在ど

のような展望をお持ちなのでしょうか。お聞かせく

ださい。
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○荒井知事

お答え申し上げます。最初のご質問は県立添上

高等学校、新谷議員でございます。

リニア中央新幹線の開通に合わせた観光の振

興についてのご質問でございました。平成２３年５

月に国が整備計画というものを決定いたしました。

その前の基本計画からもそうでございますが、リニ

ア中央新幹線は奈良市附近を経由することになっ

ております。４０年も前から東京、名古屋、大阪以

外の中間駅と呼ばれるものは甲府市附近と奈良市

附近と２カ所しかなかったわけでございます。リニア

中央新幹線開通を控えての奈良の観光振興のあ

り方というご質問でございます。

リニア中央新幹線が奈良市附近を通れば、奈良

県観光振興の大変力強い追い風になる可能性が

ございます。最近、開通いたしました北陸新幹線を

見ていますと、大変なにぎわいでございます。金

沢、富山がにぎわっております。

一方、奈良県観光の最大の課題は日帰り型であ

る観光パターンを滞在型にすることでございます。

リニア中央新幹線が通っても、奈良県の魅力を発

信し、おもてなしをしないと、リニア中央新幹線も通

過するだけの交通施設になってしまう可能性もござ

います。どのように奈良県の観光振興をするかとい

うのがご質問の本旨でございます。

また、議員がお述べのように、県内には各地に

比類ない歴史文化遺産や観光資源がございます

が、それをどのように活用するかという技術の問題

でもございます。

１つ目は奈良県の魅力を我々県民が十分自覚

をして、わかりやすくかみ砕いたような情報発信を

することだと思います。その情報発信で単に有名な

観光地というだけでなくて、滞在ができる、滞在に

値する観光地ということをお知らせしていく必要が

ございます。

２つ目の観光産業では、観光事業はいつもトッ

プとボトムと、このショルダーと言われる波がござい

ます。オンとオフの差が激しいのも観光業でござい

ますが、奈良はとりわけ夏、冬が落ち込みの激しい

観光地でございます。季節の観光地と言われるゆ

えんでございます。そのため閑散期中心にイベント

をしたり、サービスを強化する必要がございますの

で、そのようなことを実行してきております。閑散期

は夏、あるいは冬でございますが、この１月、２月に

ついては、冬でも魅力のある旅行商品を造成した

いと思っております。

３つ目の観光振興の柱は、案内のわかりやすさ

や域内の交通アクセスの充実でございます。県内

の観光案内のサインを充実するのも、外国人客が

多い昨今、重要でございますが、来られた方に親

切に案内することも重要でございます。この夏、先

行オープンいたしました猿沢池のそばの奈良県猿

沢インにおきましては、外国人観光客への案内サ

ービスを始めました。来年の秋には宿泊機能も整

備して、全面オープンをいたします。ここでは、この

猿沢インに来れば、奈良県の宿泊施設、そのまま

ご案内できるサービスを展開していきたいと思って

おります。

次の課題は奈良県の宿泊施設の充実でござい

ます。

奈良県の宿泊施設はこのような観光地にもかか

わりませず、全国一少ない観光地でございます。

宿泊施設のない観光地は観光地と呼べないと言っ

てもいいぐらいでございます。奈良市におきまし

て、奈良市の県営プール跡地におきまして、ホテ

ルを核とした賑わいと交流の拠点整備を進めてい

るところでございます。間もなく、その構想案をオー

プンにして、民間の事業者の公募を始めたいと思

っております。

また、奈良に来られるお客様の３分の１、宿泊客

の３分の１は関東のお客様でございます。関東の

お客様は奈良のことをよく調べてこられますので、

我々奈良県民顔負けの奈良の知識を持っておら

れるわけでございますが、我々も知識、情報、装備
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を十分にするとともに、そのような奥深い知識を持

っておられる関東方面のお客様に奥深い奈良の

魅力を紹介する情報活動が必要かと思っておりま

す。

いろんな事項を申し上げましたが、このような取

り組みを着実に進めまして、リニア中央新幹線が開

通をした暁には、単なる通過地にならない観光地、

奈良をつくっていきたいと考えております。

２つ目のご質問は同じく添上高等学校、北谷議

員のご質問でございます。将来の奈良県の文化に

ついて、文化振興のあり方についてのご質問でご

ざいます。

議員ご指摘のように、奈良県の豊かな歴史ととも

に形成され、今に受け継がれております文化財は

現在の我々奈良県民だけでなく、日本国民、また

世界の人たちにとってかけがえのない文化財でご

ざいますが、文化財は活用しないと文化資源と呼

ばれないのが通常でございます。保存しているだ

けでなく、現在の人々が楽しんで味わっていただく

のが文化財が文化資源になるゆえんでございま

す。

また、この文化資源は有形文化財と言われる構

築物、建築物、美術工芸品だけでなく、各地で守

り、伝えられた伝承や風習、歴史上の出来事や人

物など、幅広い素材があるわけでございます。先ほ

ど申し上げましたように、奈良の文化財は関東方

面、あるいは世界の方々のご理解が深い文化財で

ございますが、我々奈良県民にとりましても、その

文化財の値打ちを理解し、触れていただくことが大

事かと思っております。

奈良県では、イベントを開催いたしまして、文化

財に触れ、奈良の文化の伝統に触れてもらう機会

をつくってきております。奈良県民が楽しい、また

訪問者もともに楽しむイベントでございますが、これ

まで例えばムジークフェストならという６月の梅雨ど

き、オフ期に開催した音楽イベントや、奈良県大芸

術祭というように、９月から１１月の秋に行います、

大イベントを実施しておりますが、これは文化財を

活用するだけでなく、文化活動をそのまま観光資

源、文化資源として発揮していただく催しでござい

ます。

その延長といたしまして、２年後の平成２９年度

には本県において初めて国民文化祭の開催が内

定しております。奈良の文化の魅力をユニークな

形で全国にＰＲする絶好の機会と捉えておりまし

て、勉強を始めております。

また、新しい奈良の土壌をもとにした文化が生ま

れることも期待をしております。とりわけ皆様のよう

な若い世代の方々に伝統文化をもとにして、新し

い文化の形態の造成に取り組んでいただくことも期

待しているところでございます。有形、無形、また伝

統、新規を問わず、奈良の文化活動がユニークで

活発に行われるようになりまして、奈良に住んでい

る我々、また訪れた人たちが奈良で文化の味を堪

能していただくような奈良県にしていきたいと考え

ているところでございます。ご質問、ありがとうござ

いました。

○田中（美）高校生議長

次の質問を行います。

次に、育英西高等学校、９番、池田奈央議員、１

３番、横山まい議員に発言を許します。

○池田議員

育英西高等学校、９番、池田奈央です。観光客

の誘致についてお尋ねします。

（育英西高等学校 池田奈央議員）

私たちは奈良県の観光客をふやすことで、県外

からの収入が増加し、財政が潤い、県民への福祉

サービスがより向上するのではないかと考えます。

近畿財務局のホームページによると、平成２４年か

ら平成２５年にかけて奈良県の外国人観光客の数

は２７０％増加しており、日本人観光客の数は８％

減少していることがわかります。より観光客を増加さ
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せるためには、ほかの都道府県での取り組みのよ

い部分を奈良県でも取り入れていく必要があるの

ではないでしょうか。

まず、私たちは観光ホームページなどへのＰＲの

仕方に注目しました。例えば、東京都の観光ホー

ムページは黒を基調としていて、色彩に富んでい

るわけではありませんが、高級感があります。また、

たくさんの写真が使われていて、とてもわかりやす

いです。ほかにも、鹿児島県や新潟県のホームペ

ージに着目しました。これらは東京都と違ったよさ

があります。文字が大きく、色彩に富んでおり、一

目で必要な情報を入手することができます。しか

し、奈良県の観光ホームページは視覚的情報量が

やや少ないために、行事などの様子がわかりにく

く、印象に残りにくいように感じられます。写真を多

く取り入れる、色彩をもっと多様にすることで、より

奈良県自体のイメージも明るくなるのではないでし

ょうか。

また、観光客と地元の人が触れ合え、奈良県の

よさも肌で感じてもらえるスタンプラリーや、観光客

の負担を軽減する宿泊代割引キャンペーンを行う

ことはとても効果的だと思います。

奈良県では、過去に県と商工業者が共同で企

画した、ぐるっと美味しい奈良というスタンプラリー

イベントが開催されていましたが、参加している店

舗は限られており、それぞれの店舗が離れていた

こともあり、盛り上がりに欠けたように感じられます。

このような問題を解決するためには参加店舗をふ

やし、高価な品物を景品とするなど、県民だけでな

く、観光客も意欲的に参加できるような工夫が必要

です。一方で、宿泊代割引キャンペーンなどのサ

ービスも７月末まで行われていました。観光客数の

落ち込む梅雨の時期の対策としてはとても効果的

であったように思います。

そこで、今回の結果を分析し、来年度に向けて

改善し、長期的に継続していくことで、より奈良へ

の関心が高まるのではないでしょうか。

そこで知事にお尋ねします。

これからどのように奈良の観光事業を推進して

いくのか、ＰＲの仕方も含めてお考えをお聞かせく

ださい。

○横山議員

１３番の横山まいです。女性、子どもの住みやす

い地域づくりについてお尋ねします。

私たちは女性の住みやすい地域づくりについて

調べました。私たち育英西高等学校は女子校であ

り、女性ならではの目線で物事を捉えやすいと思

ったからです。

では、女性の住みやすい地域とはどのようなもの

でしょうか。そのことを考える上で子育てしやすいま

ちを１つの例として取り上げてみました。もちろん、

子どもを産むためにはまず結婚という考えを持つ

人も多いはずです。女性だけに限らず、多くの人

が結婚を人生の節目と考えているように感じます。

最近アメリカ合衆国で同性婚が認められ、結婚

のあり方も多様化してきました。このような時代にも

かかわらず、近年、日本では配偶者を持つ人が少

なくなってきています。この理由として、女性の場

合は出産すると、職場に戻りにくいというような悩み

が多いのではないかと思います。

（育英西高等学校 横山まい議員）

奈良県では現在、若者の出会いをふやし、結婚

を促進する取り組みが行われています。そこに結

婚後のサポートも兼ね備えれば、より若者の結婚

に対する意欲は増すのではないでしょうか。

鳥取県では、子育て王国とっとりというスローガ

ンのもと、条例を制定し、子を持つ母親のためにさ

まざまな取り組みがされています。この条例では、

労働者の職業生活と家庭生活との両立のために

雇用環境の整備などが行われています。その例と

して、女性警察官の採用、登用を拡大する、育児・

介護休業者に生活資金を低利で貸し付けることに

より、収入の減少を補い、仕事との両立を支援する
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などの取り組みがあります。奈良県でも、このような

条例を制定し、県民に精力的にＰＲしていくことで、

結婚に踏み切れる環境がつくれるのではないでし

ょうか。そして、結婚しやすいまちができれば、子育

てしやすいまちもできるはずです。

子育て王国とっとりを例に挙げたように、雇用環

境の整備は子育てする母親に対してとても重要な

意味を持っていると私たちは考えます。奈良県で

も、現在行われている施策に今回、述べたような内

容を加えれば、女性がより住みやすい地域になり、

少子高齢化を食いとめるという効果も期待できるの

ではないでしょうか。

そこで知事にお尋ねします。

女性にとって住みやすい地域をつくるためにど

のような政策を実施し、推進していこうとしているの

か、お聞かせください。

○荒井知事

９番、育英西高等学校、池田議員のご質問がご

ざいました。観光客の誘致についてでございます

が、観光客の増加があれば、県外からの収入がふ

えるので、地域の役に立つのでないか。そのため

にはどうすればいいのかということをホームページ

をいろいろ比較、勉強されまして、貴重なご指摘を

いただいたものと思っております。観光の分野のホ

ームページのコンテンツの充実を図るべきではな

いかというご指摘であろうかと思います。

奈良県の観光ホームページは大和路アーカイ

ブという名前で平成１４年度に立ち上げてまいりま

した。これまでデータの更新を随時行ってまいりま

したが、今年度はホームページを全面的にリニュ

ーアルいたしまして、ユーザーインターフェイスや

検索機能を強化しております。これは検索のしや

すさ、ホームページの第１面の見やすさ、アピール

度を増そうということでございますが、アクセスの容

易化が図られるという作業を現在、進めております

が、議員ご指摘のコンテンツを充実させる努力はま

だ不足しているかもしれません。担当局長に指摘

をして、充実に努めさせたいと思います。

また、このような宣伝を観光客の増加に結びつ

ける手法でございますが、このホームページを見て

こられる、とりわけ外国人の観光客の方もおられま

すし、最近の日本人の方の旅行もいろいろ雑誌、

ホームページを見てこられる方も多いわけでござい

ます。また、奈良県は東京での宣伝活動も強化し

て、他県に負けないような宣伝活動になってきてお

りますが、この奈良の宣伝力はすごいと言われてく

るようになっても、そのような宣伝に触れて奈良に

来られた方が、地元でおもてなしを堪能していただ

かないと、次につながらないわけでございます。宣

伝はすごいけれども、行ったら、あまり大したことな

かったと言われるのが一番怖いわけでございます。

がっかりさせない観光事業のサービスが必要でご

ざいます。これまでやるのかと言われるぐらい、超

満足なサービスをして、そのサービスの実感を他の

人に口コミでいいから、宣伝、観光の宣伝の最強

の武器は口コミでございます。実感した人の口コミ

が一番大事、外国人観光客におきましても、口コミ

は今、ＳＮＳだとか、ホームページ、サイト、ブログで

発信をしていただけますので、実感を持った、体験

を伴った口コミが今、最強の宣伝だと思います。そ

のためには、奈良に来られるお客様を決して不満

足にさせない、がっかりさせないという良質の観光

サービスの提供が不可欠だと思っております。

議員がおっしゃいました、よいサイクルで観光の

振興を図るというのはご指摘のとおりでございま

す。観光キャンペーンだけでなく、それを来ていた

だいた方のサービスの改善に努め、いい評判をつ

くり上げ、奈良の観光ブランド化を図っていきたい

と考えているところでございます。

次のご質問は１３番、横山議員のご質問でござ

いました。女性、子どもの住みやすい地域づくりに

ついてのご質問がございました。

女性の就職率、就業率が低い奈良県にとりまし
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ては、住みやすい地域づくりは働きやすい地域づ

くりと同じ課題に重なってまいります。したがいまし

て、女性が住みやすい地域をつくるためには、雇

用の環境と子育ての環境が整う必要がございま

す。女性が希望に応じて、意欲や能力などを生か

して活躍できることが重要でございますが、奈良県

は女性の就業率は全国平均に比べて低く、むしろ

最下位のレベルになってきておるわけでございま

す。専業主婦が奈良県の評判になるわけでござい

ますが、奈良の女性が働くことがお嫌いなのかとい

うことを調べましたら、そうではなく、奈良の女性も

働く機会があれば、働きたいと思っておられるわけ

ですけれども、近くに便利な職場がない、働きやす

い、気に入った職場がないというのが実情であるこ

とがわかってまいりました。

奈良県の県外就業率は全国一高いわけでござ

います。ご主人が県外で働いておられるからといっ

て、主婦の方が県外に行かれることはより難しい家

庭の環境になるわけでございますので、奈良県に

県内における就業の場が確保されることが、奈良

県の女性が継続して就労いただける最大の課題だ

というふうに認識をしております。

それに加えまして、仕事をされた場合でも、仕事

と家庭、とりわけ子育ての仕事を両立できる環境が

必要だと思っております。Ｍ字カーブというのがご

ざいますが、女性が結婚、出産されると就業率が

いっとき下がります。それが回復するのが全国の通

常でございますが、奈良県の場合はこのＭ字カー

ブの右のＭの肩がまだ上がり切らない、右肩下がり

になってしまう。右肩が上がるようなＭ字カーブを

つくるのが課題でございますが、それには女性が

再就職、離職後の再就職をされても、職場があると

いう経済環境をつくる必要があろうかと思います。

そのような仕事の場をつくるのは奈良県、また経済

界の大きな課題でございますが、それを前提にし

て、女性が働き場を見つけやすくする、マッチング

をすることは労働局、ハローワークと県の仕事でご

ざいます。

また、再就職をされなくても、女性が起業され、

場合によっては社長になってもらう。奈良県は女性

の社長の割合が高いと言われておりますが、就職

先がないから、社長にでもなるかといった面もある

かもしれませんが、社長になってみずから企業を

維持、経営していただくことも大事かと思います。

仕事、また暮らし、または育児、女性は大変忙し

い生涯を送られるわけでございますが、それぞれ

のライフステージに応じて、働きやすく、住みやす

く、子育てをしやすい、また年をとって、介護サービ

スをできる女性の環境づくりに努めてまいりたいと

考えているところでございます。

ご質問、ありがとうございました。

○田中（美）高校生議長

次の質問を行います。

次に、大淀高等学校、１７番、吉村悠里議員、１

４番、田中大樹議員に発言を許します。

○吉村議員

大淀高等学校、１７番、吉村悠里です。県民が

安心できる医療体制の構築についてお尋ねしま

す。

（大淀高等学校 吉村悠里議員）

県民が安心できる医療体制を構築するには、県

内のどの地域においても、誰もが充実した医療を

受けることができる必要があります。しかし、南和医

療圏は吉野郡、大淀町を除いた全域がへき地に

該当し、医師、看護師、助産師の数は全国平均と

比べると、いずれもかなり低い水準であるなど、安

心できる医療体制が整っているとは言えません。私

の母も以前、病気を患ったとき、専門の医師がいな

いということで別の病院に回されたことがありまし

た。

へき地に医療従事者が少ない理由は、１、人口

の減少、２、都市部での勤務を望む医師の増加、
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３、経営の安定しない診療所よりも、経営が安定し

ている大病院を志向する傾向、４、１人の医師が全

ての診療をこなさなければならず責任が大きい、

５、専門分野を担当する専門医志向が高まってき

たなどが挙げられますが、医師の偏在と医師不足

は県民が安心できる医療を受けるためには改善し

なければならない課題です。へき地に必要なのは

自分の専門分野以外にも、幅広い知識と技術を身

につけ、患者の年齢、性別、症状、重症度に関係

なく、まず診るという姿勢を持った総合医の存在で

す。

そこで知事にお伺いします。

県民が安心できる医療体制を構築するために、

へき地で勤務する総合医を確保するため、本県で

はどのような施策をとられていますか。

○田中（大）議員

１４番、田中大樹。頻繁に訪れてもらえる、住み

続けられる地域づくりについてお尋ねします。

（大淀高等学校 田中大樹議員）

近年、南部・東部地域においては、高齢化が急

速に進行するとともに、若年層を中心とする人口流

出に歯どめがかからず、近い将来での地域社会の

存続すら危惧されています。年齢別に見ると、南部

と東部地域はいずれも０歳から１４歳の年少人口

と、１５歳から６４歳の生産年齢人口が減少し、６５

歳以上の高齢者人口が増加しています。将来人

口推計によれば、今後も奈良県全体の人口減少

は続き、南部地域、東部地域では２０１４年と比べ

て、２０４０年には約４万５,０００人減少し、高齢化率

も５０％に迫ると予測されています。

その原因の１つは、若年層の多くが県外に流出

していることです。地域の振興を考える上で、若年

層を中心とした働き手に生まれ育った地域で働い

てもらい、働き手を県外から呼び込んだりすること

は重要です。特に南部・東部地域の気候や地形を

利用した第１次産業の復興が若年層にとって働き

やすくする環境を整え、働き手が県内に住み続け

てくれることにつながります。

有機農業のカリスマと呼ばれる福広博敏さんは

三重県名張市の山間部で効率を追求したカリスマ

農業を実践し、年間２,０００万円を農業のみで売り

上げています。このような実践例を活用し、奈良県

で住んで農業をやってみようと考える人材をふや

すことが先決です。

奈良県南部、東部振興基本計画にあるように、

奈良県に訪れやすくなる環境を整え、さまざまなイ

ベントを実施するのは奈良県のよさを知ってもらう

最初のステップとして重要です。しかし、単に観光

地として発展していくだけでは南部・東部地域の振

興にはつながりにくいと考えます。

そこで知事にお伺いします。

南部・東部地域に実際に訪れ、第１次産業の魅

力を知ってもらい、将来にわたって働き、住み続け

られる地域づくりを進めるために、本県ではどのよう

な施策をとられていますか。

○荒井知事

１７番、県立大淀高等学校、吉村議員のご質問

にお答え申し上げます。県民が安心できる医療体

制の構築についてのご質問でございますが、とりわ

けへき地で勤務する総合医の確保が必要ではな

いか。本県ではどのような施策をとっているのかと

いう質問でございます。

議員がお述べのとおり、へき地の医療体制のた

めには、まず診るということのできる医者がいる必

要がございます。まず診るというお医者さんは総合

医とも呼ばれますが、幅広い診断能力を持った総

合医が必要であろうかと思います。治療能力の前

に診断をする能力を持ったお医者さんが要るという

ことでございます。そのようなためには県内のへき

地診療所に地域医療の資格、資質を持たれた自

治医科大学校出身の医師を派遣して、総合医とし

て勤務していただいているのがこれまでの実情で
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ございます。

また、最近ではそれに加えまして、県独自の奨

学金制度を充実させておりますが、産科、小児科

など不足している専門医に加えまして、総合診療

科を授業料返還免除の対象といたしまして、総合

医の確保に努めてまいりました。

また、奨学生の育成などのために、県立医科大

学に県費奨学生配置センターを設置いたしまし

た。へき地も含めて、県立医科大学を卒業された

学生さんがへき地にも行って、また県内を循環して

いただくような配置のマッチングをする医科大学の

センターを県から要請してつくっていただいている

ところでございます。

このような総合医の育成についてでございます

が、県内医療機関が専門総合医の専門研修という

言葉的にはおもしろい言い方でございますが、専

門研修のプログラムが必要でございますので、県

内医療機関がそのようなプログラムを作成していた

だくように、ご支援をしておるところでございます。

また、総合医の方はへき地のような、ほかにお医

者さんがいない場所だけでなく、専門のお医者さ

んがいる大きな病院であっても、診療科が分かれ

ておりますと、どの診療科で診てもらえるかわから

ないという事情が発生しておりますので、トリアージ

と言われますが、どの病院で、どの診療科で診ても

らえるかを診断する総合医というものも必要でござ

います。へき地の総合医、病院の総合医の育成に

努めてまいりたいと思っております。

次のご質問は、１４番、県立大淀高等学校の田

中大樹議員のご質問でございます。

人口が減少し続けております南部・東部地域の

実情を踏まえて、頻繁に訪れてもらえ、住み続けて

いただける地域づくりをどのように進めるのかという

質問でございます。

観光で訪れていただくのも重要でございます

が、住み続けるためには生計の、生きていく元手が

必要でございます。それをどのようにマッチングさ

せるかということでございます。中でも、南部・東部

地域の主産業でございます第１次産業を復興し

て、働く場を確保することがとりわけ重要でございま

す。第１次産業は農業と林業でございます。その振

興により、若年層を中心とした働き手が生計の場を

見つけることができるような地域をつくる必要がござ

います。

また、そのような地域に向かおうとされる若者は

どのように、そのような過疎地で農業をすればいい

のかわからないことがございますので、県の農林振

興事務所でそのような方がおられますと、親切に相

談を受けて、県内で農業をしていただく相談、マッ

チングをしております。また、農業を志される方が

農業大学校で研修をされたり、給付金を獲得され

ることなどに対するご支援もあわせて実施をしてい

るところでございます。また、観光と農業などを組み

合わせた６次産業化というものも１つの方向性でご

ざいます。

昨日、桜井市の安部という地区でなら食と農の

魅力創造国際大学校というものの内覧会をいたし

ました。農業に強い食の専門家、また食に強い農

業の専門家を養成する学校でございますが、地元

の農産物をいい料理に加工して、食として提供し

ていただくビジネスモデルを構築したいと思ってつ

くった研修施設でございます。

林業の分野も同じことでございますが、今までの

奈良県林業は山で育った木の根っこの部分が高

級材として売れるわけでございますので、根っこだ

けを取り出して、真ん中と先っぽは放置しておく、

放置間伐というのが多かったわけでございますが、

放置間伐は材の一部を置き去りにするものでござ

いますので、土砂崩れなどが起こりますと、放置間

伐材が加害者になる可能性が出ております。山で

切り出した木材は根っこから先っぽまで、Ａ、Ｂ、Ｃ

材と言っておりますが、全てを取り出して、全部位

を多用途に供給する林業に転換をしていきたいと

思っております。根っこは高級材として売り出す、
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真ん中は集成材として組み合わせて構造材にす

る、先っぽは小さな先っぽでございますので、木質

バイオにして燃料源、また発電のエネルギー源に

するということを奈良県の林業の産業の構築の姿と

して目指していきたいと思います。このような動きは

最近目立ってきておるわけでございますが、とりわ

け県南部、東部の市町村とともにこのような農業、

林業の産業化を目指して、地域づくりの大きな牽

引力にしていきたいというふうに思っているところで

ございます。

ご質問ありがとうございました。

○田中（美）高校生議長

再質問はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

それでは、しばらく休憩します。

午後２時２４分 休憩

午後２時４１分 再開

○萩岡高校生議長

休憩前に引き続き、会議を開きます。

（畝傍高等学校 萩岡創議員）

次に、畝傍高等学校、１９番、稲積瞭議員、２１

番、髙住崚太郎議員、２２番、福本葵議員に発言

を許します。

○稲積議員

奈良県立畝傍高等学校、１９番、稲積瞭です。

高齢者が豊かに暮らせる環境について質問しま

す。

奈良盆地や周辺の山々には今も多くの古墳が

残っています。古代から人はみずからの死後、魂

を長く故郷の地に残したいと考えてきたようです。

その思いは故郷を離れれば、一層増したりするも

のです。古事記に登場する、倭建命は天皇の命で

東国へ遠征した帰途、三重県鈴鹿のあたりで力尽

き、有名な大和は国のまほろばの歌を残したと言

われていますが、死後、彼の魂は一羽の大きな白

い鳥となり、大和へ飛び去ったと伝えられていま

す。

さて、少子高齢化が進んでいる現代社会におい

て、高齢者の中には人生の終わりをどのように迎え

るのかという、いわゆる終活について考える人がふ

えています。人生の最後まで生きがいのある日々

を過ごしたいと考える人も少なくないはずです。

（畝傍高等学校 稲積瞭議員）

そこで、県南部に自然に囲まれ、土とふれあい、

農業に従事しながら自分のペースで余生を過ごせ

るような施設を建設するのはどうでしょう。老人ホー

ムと共同農園をセットにした場所で、さらに観光客

を迎え、農産物を直売できる施設も用意します。施

設には県南部地域の県産材を多く利用し、温かみ

を感じられるようにしたいです。これから到来する超

高齢化社会では、従来の仕組みのように家族が介

護するだけでなく、社会全体で高齢者を介護する

とともに、高齢者自身が社会貢献でき、生きがいを

感じていられるようなシステムを構築する必要があ

ります。

また、このことは県南部等における人口減少によ
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り、耕作が困難となりつつある農地などの有効活用

にもつながります。

そこで知事にお尋ねします。

現在、奈良県に到来しつつある高齢社会に対

応する施設や環境づくりについてどのような展望を

お持ちでしょうか。お教えください。

○髙住議員

２１番、髙住崚太郎です。吉野材の活用策に

ついてお尋ねします。

今回、奈良県が抱える問題の中で、奈良を再

び訪れようとするリピーターが少ない、南部地

域の衰退と過疎化という課題を、銘柄材「吉野

杉」の活用で解決できるのではないかもしれな

いと考えました。

（畝傍高等学校 髙住崚太郎議員）

まず、吉野杉の現状ですが、吉野杉は外材輸入

の増大、木材価格の低迷、木材流通構造の変化、

住宅建築様式の変化等により、価格、流通量とも

に大きく下落しております。その反面、最近の外材

価格の上昇により、国産並材の流通が増加し、産

地間競争が起きています。しかし、そういった産地

間競争において、ハウスメーカーなどでは産地銘

柄材はあまり意識されなくなっているため、優良材

生産を中心とする吉野杉は売れ悩んでいると言わ

れています。銘柄材「吉野杉」は高級和室材料とし

て高く評価された杉の品質を今も保ち続けているも

のの、需要の低下が著しく、使う用途がなく、やむ

を得ず生産量を減らしたり、ひどい場合には木が

腐ってだめになってしまうケースもあるそうです。

この吉野林業の現状はまさに宝の持ち腐れであ

り、県の抱える課題である南部、東部振興の観点

からも、県が先導して吉野材のＰＲや活用の道をつ

くり出していくことが重要なのではないでしょうか。

例えば、私はこの銘柄材、吉野の杉、檜を活用

して、木の風合い、手触り、香り、どれも優しく和や

かな気持ちにさせてくれる銘柄材だけでつくる純

和風の宿泊施設、吉野材旅館を集落のような形で

つくり、春に吉野のすばらしい桜を一目見ようと訪

れる多くの観光客に宿泊していただきたいと考えて

います。春以外は紅葉、温泉、数多くある鍾乳洞な

ど、吉野に元々からあるものと、吉野材旅館を同時

にＰＲし、ゆったりとした疲れを癒やせる旅行コース

で高齢者を中心に観光客の増加とそれに伴った

南部の活性化を図れると考えています。景観を壊

すことなく、和を感じられるものがつくれることもこの

提言の強みです。

銘柄材でつくられた木の温かみのある旅館を一

度気に入ってもらえれば、高齢者を中心とするリピ

ーターも必ずふえると思います。

そこで知事にお尋ねします。

現在、吉野材の活用に関し、県はどのような策を

とっておられるのでしょうか。お教えください。

○福本（葵）議員

２２番、福本葵です。交通不便地の観光客増加

策についてお尋ねします。

（畝傍高等学校 福本葵議員）

私は東吉野村に住んでいます。とても自然豊か

な村で、北部の地域にはない魅力や観光スポット

もたくさんあります。しかし、そんなすばらしい場所

があまり知られていないのが現実です。知られてい

ない最大の理由は交通の便の問題だと思います。

やはり、山間部では電車は少なく、バスや車での
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移動が中心となります。しかし、全員が車の免許を

持っているわけではなく、バスでの移動といっても、

本数は少なく、目的地にたどり着くにはとても時間

がかかります。

この問題点を改善するための方法をじっくり考え

てみました。

以前、中学校の修学旅行で沖縄に行き、沖縄で

の移動は全てタクシーだったことを思い出しまし

た。それはタクシー研修という名の観光です。あら

かじめ行きたいところを挙げて、その観光地を効率

よく回るというプランです。とてもスムーズに観光で

き、タクシー運転手さんとの話も楽しめました。

そこで、このシステムを制度化し、多くの人に利

用してもらえるようにしたいと考えます。そのシステ

ムというのは全ての駅ではなく、ある程度の各駅に

タクシーを一日中利用するための受付をする場所

を設けます。そこでクライアントが訪れたい場所を

挙げ、コントラクターが回る順番や１日のプランを手

早く考えて、１日タクシー観光を提供します。予約

や受付をするのに、ネットからのアクセスもよいので

はと考えます。地元のタクシー会社と観光協会、県

や各市町村が協力し、スムーズに低料金で利用で

きる制度を導入することは観光客の増加につなが

ると思います。

そこで知事にお尋ねします。

県南部などの交通不便地の観光客増加策につ

いてどのようにお考えでしょうか。お聞かせくださ

い。

○荒井知事

１９番、県立畝傍高等学校、稲積議員のご質問

がございました。高齢者が豊かに暮らせる環境づく

りについてでございます。

本県の平成２６年の６５歳以上の高齢者人口は

県人口の２７％でございます。４人に１人が６５歳以

上の人口構成でございます。約１０年後の平成３７

年には３２％となります。県民の３人に１人が高齢者

になる人口構成になります。議員がお述べになりま

したように、人生の最後の部分は住みなれた地域、

住みやすい自宅で迎えたいと、それまでは生きが

いを持って、できる限り健康で過ごしたいというのが

全ての人の共通の願いだというふうに思います。そ

のために、健康で自立した期間でございます健康

寿命をできるだけ延ばすということが重要で、本県

でも健康寿命日本一を目指して健康づくりを始め

ております。

医療、介護等の施策を総合的に推進するほか、

健康寿命を延ばすためのいろんな施策が必要と考

えております。医療、介護の部分につきましては、

地域包括ケアシステムという概念が出てまいりまし

た。医療と介護を総合的にサービスをしていただけ

る、自宅でも安心して暮らせる生活支援の仕組み

がある地域包括ケアシステムの構築でございます

が、これは今年度の検討課題として、今、鋭意検討

を進めているところでございます。

地域包括ケアシステムの地域は南部のように、

相当幅広い地域で考える必要もありますが、現県

立病院が移転した跡地などは県有地が全てになり

ますので、まちづくりとして地域包括ケアが行き届

いたまちをつくるという構想も勉強しているところで

ございます。

高齢になっても長生きをされるために、元気な高

齢県の長野県と比較をしてみました。長野県は健

康寿命日本一の県でございますが、長野県との比

較でわかったことが幾つかございます。１つは野菜

の摂取量が長野県は日本一、奈良県は全国最下

位レベルだということでございます。野菜の摂取量

が少ないと、実は塩分の摂取量とも関係いたしま

す。塩分を取り過ぎますと、血管を痛めることになり

ますので、高齢化になられた方の脳梗塞や脳出

血、心筋梗塞の原因になると言われておりますが、

野菜を摂取されておりますと、その塩分から出る血

管を痛める要素が排出されるという説がございま

す。野菜の摂取量の差があるのが健康寿命の差の

一つだと見れるわけでございます。

もう一つは、高齢者の就労率が長野県は全国一

で奈良県は全国最下位レベルということでございま

す。高齢になられても、働きながら生活をされる。

働くという意味は体を動かすということにもなろうか

と思います。農業をされるというのも、体を動かす大

きな要素でございますので、高齢になられても、何

か役に立つ仕事、働きを身近なところで発見してい

ただくことが大事かと思います。弱られた方には医

療と介護のケアサービスを差し上げるという意味
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で、地域全体として元気で高齢者生活を満喫して

いただく奈良県を目指していきたいと考えていると

ころでございます。

次のご質問は２１番、同じく県立畝傍高等学校、

髙住議員のご質問でございます。吉野材の活用策

についてのご意見、ご提言も踏まえたご質問でご

ざいました。

奈良県はこれまで吉野材に代表される高級材の

産地でございました。根元の太い部分を主に利用

する木材生産に取り組んできた特徴がございま

す。しかし、現在の市場のニーズを踏まえますと、

根っこの高級材だけではなかなか産業の採算性が

向上しない実情でございます。幹の細い部分まで

幅広く搬出して、多用途に利用していただく林業、

木材産業への転換とその体制づくりが重要だと思

っております。県産材の利用の拡大も重要でござ

いますが、県や市町村の公共建築物の木造内装

木質化や県産材を使った住宅、事務所、店舗への

助成、大手ハウスメーカーへの県産材利用の協定

締結などの施策を進めているところでございます。

また、県産材を活用した小中学校の学習机、椅

子、オフィス家具、土産物、暮らしの道具の開発、

商品化など、建築物以外での利用促進にも取り組

んでいるところでございます。

一方、吉野材をはじめとする高級材の事業拡大

を図るため、商業ビルや高級マンションの建設が

活況となっております首都圏をターゲットに、私はト

ップセールスを実施してまいりました。大変好評

で、反応があったものでございます。新たな販路拡

大をしていきたい、販路開拓をしていきたいと思っ

ております。ご提案いただきました吉野材を使った

旅館でございますが、県のプロジェクトといたしまし

て、昨日、内覧会がございました、来月、桜井市、９

月５日にオープンいたします、レストラン機能を持

ったオーベルジュ、宿泊施設でございますが、内

外装に吉野材を使用しております。内覧会で見て

まいりましたが、天井が吉野材になっております。

大変落ち着いた感じのいいスイートルームになっ

ています。このようなオーベルジュそのものを吉野

材の宣伝の部屋にしてきたわけでございます。この

ようなオーベルジュを、さらに過疎地でも実現でき

るような観光施策としてのぐるっとオーベルジュ構

想も進めているところでございます。

２２番、同じく、県立畝傍高等学校、福本葵議員

のご質問がございました。交通不便地域、東吉野

村のような交通不便地の観光増加策についてのご

質問でございます。

アクセスの悪い地域に観光客をふやすのにはど

うすればいいのかということでございます。最近で

は道路が昔よりもはるかによくなってきておりますの

で、マイカーを使いまして、道路を使って奥深く観

光される高齢者の方、若者、外国人がふえている

わけでございます。そのような観光客をふやすには

地元の魅力を向上させ、そこに行く動機を強烈に

アピールする必要がございます。観光の魅力の最

近の大きな要素は食事だと言われております。ま

た、温泉とか健康志向のアピールであろうと言われ

ております。奈良は文化財をはじめ、自然が豊か

でございますが、食事、温泉のような魅力、装置が

十分でなかった面がございますので、その点を充

実させていく必要があろうかと思います。

また、そのようなサービスの充実とともに地域の

認知度の向上が必要だと思います。奈良県の人が

割と南部に行っておられない、南部に目を向けて

おられないということがわかってまいりました。宣伝

だけでもなかなか行かれないことが多いわけでござ

いますが、その美しい、また都会にない魅力を知ら

れていないために行かれないというお客様が多い

ことも事実でございます。奈良の美しい南部をデジ

タルサイネージ、あるいは雑誌で広告をしておりま

す。最近はいろんな雑誌での南部の広告もふえて

いるところでございます。

また、旧耳成高校跡地に県の観光案内施設を

つくりました。観光コンシェルジュが南和地域の案
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内をしているところでございます。また、行く経験を

ふやしていただくためには、ときどきのイベントが大

事かと思っております。文化イベントのほか、スポー

ツイベントなどは南部でできるイベントの種類とし

て、南部に行くきっかけをつくっていただく催しだと

思っております。

また、マイカーで行かれる方が通常多いと申し

上げましたが、路線バスが走っているところは路線

バスを利用される高齢者の方、ご家族の方がおら

れます。県南部、東部へ路線バスで行かれる方に

対しまして、往復のバス料金が無料になります路線

バス運賃キャッシュバックキャンペーンを実施して

おりますが、平成２７年、今年の１月から６月まで１

万１,０００人を超える利用がありました。宿泊者は対

前年度比で約６,６００人ふえております。２割の対

前年度の増加でございますので、大変効果があっ

た運賃無料キャンペーンでございました。このよう

な無料キャンペーンがいつまでも長く続くわけでは

ありませんが、地元の方の協力、努力と相まって、

県の宣伝広報、またアクセスのご支援など、またイ

ベントの開催なども組み合わせながら、不便な南

部にも足を向けて訪れていただくような施策を充実

させていきたいと考えているところでございます。

ご質問、ありがとうございました。

○萩岡高校生議長

次の質問を行います。

次に、奈良情報商業高等学校、２４番、源内英

斗議員、２５番、上西美歌議員に発言を許します。

○源内議員

奈良県立奈良情報商業高等学校、２４番、源内

英斗です。まちづくりと連携した商業活性化につい

てお伺いいたします。

私は本校流通ビジネス科に在籍しています。本

学科３年生の課題研究という授業では、平成２４年

度から桜井をもっとメジャーに！というテーマで、地

元桜井の商業活性化についての研究をしてきまし

た。例えば、１年目は桜井市全般を調査した上で

地元物産である三輪そうめんを使ったレシピを考

案し、２年目は桜井市を中心とした魅力ある観光プ

ランの提示などを行ってきました。また、３年目に当

たる昨年度はちょうど桜井駅前商店街のアーケー

ドを撤去する年でもありました。

アーケードを撤去することによって仰げるように

なった空と本町商店街として昔から親しまれている

本町という名前から名付けられた、ソラほんまちフェ

スタという市主催のイベントが開催され、本学科生

徒が桜井市と連携して、販売実習に取り組みまし

た。旧桜井町は日本最古の魚市場であったという

ことから、今回の販売実習では海産物を取り扱いま

した。特に事前の打ち合わせ会議や準備では市

職員や市民の方々とふれあうよい機会をいただき

ました。これらの経緯を受けて、本年度はさらに規

模を拡大し、充実した形で参加できるよう、準備を

進めているところです。この取り組みから私たちを

含め、どの方からも、桜井をもっと元気にという地元

愛が感じられ、まちづくりに懸命であることが感じら

れました。

（奈良情報商業高等学校 源内英斗議員）

また、今後、市や他団体、地域住民や学校との

かかわりをさらに豊かにすることで多くの方の意見

や思いが共有できるのではとも感じました。それと

同時に各市町村独自、単独の取り組みでは発想

や財政に限界があることも見えてきました。現在、

桜井市以外でも、多くの市町村が官民一体となっ

てまちづくりに取り組んでおられると思います。各

地でイベントの開催や商業の活性化に向けた取り

組みなど、さまざまな手法が試されています。この

ような個々の取り組みが相互に連携し、一体化した

ものになれば、地域がさらに発展し、県全体の商

業の活性化にもつながると考えています。

そこで知事に質問いたします。

このように県全体で商業の活性化を図る施策を
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県として何かお考えでしょうか。お聞かせください。

○上西議員

２５番、上西美歌です。私は奈良盆地南部地域

の魅力発信方法について質問します。

私は、本校総合情報科に在籍しています。本校

では今年度より、奈良ＴＩＭＥの授業が始まりまし

た。本学科では３年生の課題研究の授業の中で、

郷土奈良の伝統、文化等に関する学習をしていま

す。昨年度は各自の興味、関心に基づいた内容で

学習を進め、さらに総合情報科の特色を重ね合わ

せ、学習した内容をどう表現し、発信していくかとい

うことを考えました。

例えば、世界文化遺産である法隆寺について研

究したグループは、調査結果をもとに今、世界中で

多くの人に親しまれている、マインクラフトというソフ

トを活用して、ブロックを忠実に積み上げ、このよう

な電子上の模型を作成しました。さらに、法隆寺に

ついて調査し、その紹介ホームページも作成しまし

た。

（奈良情報商業高等学校 上西美歌議員）

また、奈良盆地南部地域の観光資源にも目を向

けました。そして、私たちの学校がある盆地南部に

も、盆地北部、奈良市周辺にまさるとも劣らない名

所、旧跡がたくさんあることに気づきました。吉野山

一帯、明日香の石舞台や棚田、橿原神宮、藤原宮

跡、大神神社、山の辺の道など、どれもが豊かな

自然と調和しながら、私たちの生活に根づいてい

ます。このように多くの観光資源が盆地南部にも点

在していることを改めて学びました。

しかし、奈良公園周辺は平城遷都１３００年祭を

機に交通の便がよくなり、案内標識等の設置が充

実したものになったにもかかわらず、盆地南部は依

然として、私たちが幼少のころ、遠足で訪れたとき

と変わらない風景であると感じています。もちろん、

変わらないことのよさというのも十分承知しています

が、観光という側面を考えれば、格差が大きいと感

じずにはいられません。また、観光情報誌やネット

上での発信量にも歴然とした差があります。

そこで私たちは、昨年度の奈良ＴＩＭＥに引き続

き、郷土奈良について調査、研究を行い、その内

容を発信するための作品制作に取り組んでいま

す。また、昨年度試作した電子模型を３Ｄプリンタ

ーなどを駆使して、縮小模型を実物化したいと考

えています。

私たちも学習を通して、ふるさと奈良に魅せら

れ、奈良に対する関心も深まりました。中でも、私

たちが暮らし、なれ親しんだ奈良盆地南部地域の

魅力がより外部に発信されることを望んでいます。

そこで知事に質問いたします。

奈良盆地南部地域に対する観光地域づくり推

進のための政策や、その情報発信の具体的方策

についてどのようにお考えなのか、お伺いいたしま

す。

○荒井知事

２４番、県立奈良情報商業高等学校、源内議員

のご質問がございました。

まちづくりと連携した商業活性化という分野の質

問でございますが、市町村あるいは関係の人が相

互に連携して、一体的に進めたらどうか、それを県

全体で展開して、商業の活性化をしたらどうかとい

うご提言をともにした質問でございます。

議員がお述べのとおり、商業の活性化にはまち

づくりと一体になって、まちづくりをしながら、にぎわ

いづくりをしながら活性化をする必要があろうかと

思います。全国の商店街を見てみて、にぎわいや

活性化、にぎわいが大きく活性化しているところと

そうでないところに差が出ておりますが、どうしてそ

のような差が出るのかということを分析しております

が、まずイベントやまちづくり、あるいは商業、地域

振興に熱意が、地域に熱意があるかどうかというの

は大きな差であろうかと思います。熱意の差は若者

がたくさん住んでいるとか、高齢者が多いとか、あ
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るいは昔、訪れている人が多かったのに、いろんな

施策を順次講じていなかったために、トレンドとして

訪れる人がだんだん減ってきている地域などでご

ざいます。努力をしていない地域は置き去りにされ

ているのが実情でございます。熱意を持って、どの

ような努力をすべきかというのがご質問の中身でご

ざいますが、商店街にお客様を呼び込むために分

析をして、まちの魅力を向上させる必要があろうか

と思いますが、どのような取り組みが功を奏するか、

成功するのかは一概に言えないのが実情でござい

ます。

にぎわいづくりがまちの活性化、まちづくりの基

本になるのではないかと申し上げましたが、それだ

けでもいかないわけでございます。空き家が点在し

て、中が連続してにぎわっていないまちはやはり訪

れにくいまち、商店街であろうかと思います。

また、最新のいろんな商品が並んでいないと、こ

こで買うのをやめて、あちらの新しい陳列をしてい

る店に行こうと言われるのが消費者の心理でござ

います。いろんな試しをして、それが成功する場合

と失敗する場合が当然、あるわけでございますが、

先ほど情熱が必要と申しましたのは、試しもしない

のは、まちづくりは絶対発展しない理由になりま

す。まず、試しをして実行することが必要かと思い

ます。成功する事例になれば、その成功した理由

を分析して、広く展開をして他の地域にも適用して

もらう、またその地域の持続的な活性化につなげる

というコースがあります。

また、失敗した場合でも、その失敗の理由を反

省して、分析で理由がわかれば、さらに工夫をし

て、新たな手を試みるというのが常道でございま

す。飽くなき努力の積み重ねということになるわけ

で、たやすい道はないわけでございますけれども、

議員がお述べになりましたようなまちづくりと連携し

た商業の活性化は地域の勢いをつけるために必

要不可欠な分野であろうかと思っているところでご

ざいます。

２５番、同じく県立奈良情報商業高等学校、上西

議員の質問がございました。南部地域は大変離れ

ていて、情報の格差が、例えば奈良公園周辺など

と比べてあるが、どのように取り組めばいいのかと

いうご質問でございます。観光魅力を身近なものに

して、触れるような施策、方向はないのかということ

でございます。

議員がお述べになりましたように、奈良盆地の南

部にも歴史、文化がございますし、自然景観に恵

まれております。ただ、距離が遠い、幹線道路から

離れている、大都市から離れているという土地の、

地域のハンディがあるわけでございます。そのよう

なところにお客様を多く呼び込むためにはどのよう

にすればいいかということでございますが、１つは

その地域の持っている他の地域に比較できる魅力

をどのように発信するかということになりますが、情

報発信にはテーマとかストーリーが要るわけでござ

います。他の地域と同じようなものを並べても、その

不便なところは避ける傾向がございますので、同じ

ような魅力を並べるだけではなかなか差を縮める

発信にならないわけでございますので、その地域

の独自のテーマ、ストーリーを発信するということが

１つでございますが、本県では古い歴史文化がご

ざいましたので、古事記、日本書紀、万葉集などの

素材を利用した、記紀・万葉プロジェクトというプロ

ジェクトで、素材を利用してストーリーをつくるように

しております。

２つ目は、まず情報宣伝も必要でございますが、

とにかく一度でもいいから訪れていただくことが必

要かと思います。訪れていただくのが最高の案内と

いうことでございます。奈良県では、プレミアム宿泊

券を発行いたしまして、最高５割引の宿泊券を発

行しておりますが、それは初めての地を訪れるきっ

かけになればという願いでございます。百聞は一

見にしかずという言葉がございますが、いろいろ噂

を聞いたり、情報に接していって、行った気になる

というのは困るわけでございます。まず、一度来て
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いただく、リピーターになっていただくというのが最

高の願いでございます。これは南部だけでなくて、

奈良観光の弱点でございます。

毎日ほど、私の部屋にお客様が来られますが、

私の部屋から大仏殿とか若草山が見えますけれど

も、京都の方が、子どものころ、あの山に登ったよと

いうお話がございました。子どものころ、登ったよと

思い出されるのは、その後一度も来られていないこ

とですかということをお聞きするぐあいでございま

す。奈良は一度訪れたらいい場所というふうに観

光業者の人が思っておられるんじゃないかと思わ

れるほど、おもてなしのレベルが評判がよくなかっ

た面もございますが、何度も訪れていただいて、何

度も訪れても、いつ行ってもいいなと、去年も来た

よと言われるような奈良にしていきたいと思っており

ます。

また、アクセスが悪いと言われるわけでございま

すが、アクセスは自動車で来られて、さっと帰られ

るだけでなくて、ゆっくり滞在して、また歩いて回っ

ていただく方、自転車で回っていただく方も多いわ

けでございます。歩いたり、自転車で行っていただ

く方が多いほど、じっくりと味わっていただく、その

ような交通のモードで訪れていただく方に対する案

内、サービスも強化していきたいと思います。

宿泊施設が少ないのが悩みでございますが、小

さな民家を利用したゲストハウスや古民家の一棟

貸しが各地ではやり始めております。多少の改善、

改良が必要なわけでございますが、そのような意欲

を持った空いている民家、あるいは空いている部

屋を利用してゲストハウスにする意欲を持った人が

もっとたくさん出てくれば、ありがたいと思っており

ます。外国人の旅行者はそのような民家に泊まら

れる方も比較的多いわけでございますし、最近は

相当不便なところでも、安くて快適なまちの中の民

家に、あるいはゲストハウスに泊まられる方もふえ

ているわけでございますので、先日、仮開業をいた

しました、奈良県猿沢インにおきましても、そのよう

なゲストハウス、民家の紹介を始めているところで

ございます。

いろんな手を考えながら、持続的な努力を積み

重ねて、奈良が何度訪れてもいい観光地だなと言

っていただけるような観光地にしていきたいと思っ

ているところでございます。

ご質問、ありがとうございました。

○萩岡高校生議長

再質問はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、県政に対する質問を終わります。
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高校生からの提言と同採決

○萩岡高校生議長

次に、住みよく魅力ある奈良県づくりについての

提言を行います。

橿原高等学校、１番、田中美帆議員から提言第

１号、脱・現代っ子～たくましく成長するための新し

い条例制定～について提言決議方の動議が提出

されましたので、田中美帆議員に趣旨弁明を求め

ます。

提言第１号

脱・現代っ子〜たくましく成長

するための新しい条例制定〜

○田中（美）議員

橿原高等学校を代表して、提言第１号、脱・現代

っ子～たくましく成長するための新しい条例制定～

につきましては、提言文の朗読をもって提案にかえ

させていただきます。

（橿原高等学校 田中美帆議員）

ここ数年間、奈良県のみならず日本は大変な職

業難で、有名大学を卒業しても就職できないという

ようなことが問題となっています。就職活動の際ど

のようにして個性をアピールし、他者との差をつけ

れば良いのか、それは幼い頃の生活環境にあると

考え、奈良県はこれにいち早く取り組むべきだと考

えます。

近年はスマートフォンや携帯型ゲーム機が多く

普及し、電車などで小さな子供が熱心にゲームを

している姿を見かけることがあります。２０１４年の時

点で小学３年生でも４１.６％がケータイ・スマートフ

ォンを所有しているという、驚きの結果となっていま

す。さらに１０代のソーシャルメディアの平均利用時

間は、平成２５年では１日平均６５.２分で平成２６年

には７９.０分と、１時間を超える上に年々利用時間

が延びてきています。また小学生の８８.９％がニン

テンドーＤＳを所有しているという数字があります。

このことを受けてか、最近は外で遊ぶ子どもをあま

り見かけなくなり、「奈良県の主な政策集」にもある

ように授業外でも運動すると答えた小学生の指標

が、全国平均を５０として平成２０年度は５４.６だっ

たのが平成２５年度には５０.９と、低下しています。

これらの結果から、現代の子どもはこれから更に

他人と直接関わる機会が減少し、また幼少期に体

を動かすこと、つまり遊びを通して、人間関係を構

築していくことが出来なくなり、今後もっとも必要とさ

れるコミュニケーション能力のさらなる欠如につな

がるように思います。これから周りの人と差をつける

には勉強だけでなくネットという孤立環境から脱出

し、幼い頃から外で友達と、身体と言葉を使って遊

び、人間関係を学び、会話力やチャレンジ精神、

感受性を養い、また他人のよさを知り、自分の得意

なことを見つける機会を設けることが必要ではない

かと考えます。

そこで、画面の外に目を向けさせるために小学

校低学年以下にケータイ・スマートフォン及び携帯

型ゲーム機を持たせない項目を含んだ「たくましく

成長するための新条例」を定めることを提案しま

す。ただ規制するだけでなく、その代わりに家族や

友人たちと奈良県内のプールや遊園地、博物館

等の有料施設で使用できる「遊び場利用券」を発

行します。これにより外で過ごす時間を増やし、家

庭内での親子のコミュニケーションも増やすことが

可能です。地域の集まりにも積極的に参加させ、

地域の方々、異なる年齢層との交流も図ります。こ

れは地域の安全対策にもつながります。こうして、

たくましく少年期をすごした若者たちが大人にな

り、奈良県から世界に飛び出していくことでしょう。

平成２７年８月２０日 奈良県高校生議会

ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお願い

します。

○羽尾議員
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ただいま田中美帆議員から提案されました提言

第１号、脱・現代っ子～たくましく成長するための

新しい条例制定～について賛成します。

○稲積議員

ただいま田中美帆議員から提案されました提言

第１号、脱・現代っ子～たくましく成長するための

新しい条例制定～について賛成します。

○萩岡高校生議長

ただいまの動議は、正規の賛成があって成立し

ました。

よって、直ちに議題とします。

お諮りします。

提言第１号については、１番、田中美帆議員の

動議のとおり決することに賛成の議員の起立を求

めます。

（賛成者起立）

ご着席願います。

起立多数であります。

よって、提言第１号については採択することに決

しました。

○萩岡高校生議長

次に、添上高等学校、６番、新谷啓議員から、提

言第２号、奈良県の文化を通した子育てしやすい

環境づくりについて提言決議方の動議が提出され

ましたので、新谷啓議員に趣旨弁明を求めます。

提言第２号

奈良県の文化を通した

子育てしやすい環境づくり

○新谷議員

添上高等学校を代表して、提言第２号、奈良県

の文化を通した子育てしやすい環境づくりにつきま

しては、提言文の朗読をもって提案にかえさせて

いただきます。

私たちは、奈良県の文化を通した子育てしやす

い環境作りについて、次のように提言します。

先日、テレビのニュース番組で、生駒市が「関西

住みよさランキング」で４位であるというニュースを

目にしました。その主な理由は、大阪へのアクセス

が便利なこと、子育ての環境が整っていること、で

した。ある住宅メーカーが２０１３年に実施した調査

によると、「子育てのために外せないと思う住環境

の条件」として、「近隣の生活施設（病院・ショッピン

グ施設・図書館など）が豊富」「安全な通学路」「保

育園・幼稚園などの近隣整備」「子供の遊び場所

が豊富」などが上位を占め、子供の成長に関する

事柄に関心が高いことがうかがえます。

（添上高等学校 新谷啓議員）

しかし、それだけが子育てに必要な、魅力ある環

境なのでしょうか。

奈良県の将来を考えたとき、子供達に奈良県の

ことを好きになってもらうことが大切です。

そのためには、奈良県の文化をよく知ってもらわ

なければなりません。教え込むのではなく、肌で感

じてもらうことが必要です。たとえば、食文化を実際

に体験するイベントや伝統産業に参加する催しを

もっと増やすことが考えられます。また、そのような

催しに将来を担う子供達が参加することで、新たな

文化が芽生えることもあるのではないでしょうか。

住環境には、利便性だけでなく、その土地の生

活文化も大いに関わってきます。

子供達が奈良の文化の中からすくすくと育つ環

境を整えることは、将来の奈良県をより良くする第

一歩だと思います。

以上のことから、私たちは、奈良県の将来を担う

子供達が、奈良県の文化を通して豊かに育つ環境

を作ることを提言します。

平成２７年８月２０日 奈良県高校生議会

ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお願い

します。
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○田中（大）議員

ただいま新谷啓議員から提案されました提言第

２号、奈良県の文化を通した子育てしやすい環境

づくりについて賛成します。

○上西議員

ただいま新谷啓議員から提案されました提言第

２号、奈良県の文化を通した子育てしやすい環境

づくりについて賛成します。

○萩岡高校生議長

ただいまの動議は、正規の賛成があって成立し

ました。

よって、直ちに議題とします。

お諮りします。

提言第２号については、６番、新谷啓議員の動

議のとおり決することに賛成の議員の起立を求め

ます。

（賛成者起立）

ご着席願います。

起立多数であります。

よって、提言第２号については採択することに決

しました。

○萩岡高校生議長

次に、育英西高等学校、１０番、中井奈緒議員

から、提言第３号、奈良の観光の強化について提

言決議方の動議が提出されましたので、中井奈緒

議員に趣旨弁明を求めます。

提言第３号

奈良の観光の強化について

○中井議員

育英西高等学校を代表して、提言第３号、奈良

の観光の強化についてにつきましては、提言文の

朗読をもって提案にかえさせていただきます。

私たちは、奈良県の観光を盛り上げるために、

従来の紙媒体のスタンプラリーではなく、スマートフ

ォンなどの端末を用いた「歩きマイル」というポイント

制のスタンプラリーを提案します。

この制度を導入することによって得られる利点と

して、次の３点が挙げられます。

１点目は、ポイント制では対象の店舗すべてを

訪れる必要がなく、ポイントに応じた景品がもらえる

ようにすれば、誰でも気軽に参加できるはずです。

また、その参加店舗の中にホテル・旅館を含むこと

で、奈良県内で多くのお金を使ってもらえると思い

ます。さらに、ポイントの有効期限を設定せず、再

び奈良を訪れた際に以前のポイントを引き継いで

利用することができれば、何度も足を運ぶことに繋

がり、観光客数の増加が見込めます。

（育英西高等学校 中井奈緒議員）

２点目は、徒歩でまわることによって、自動車で

通るだけでは見過ごしてしまっていた店舗にも訪

れる機会が増えると思います。また、専用のアプリ

を開発し、万歩計で歩いた距離によってもポイント

が加算されるようなシステムにすれば、徒歩で様々

な地域を訪れる人がより一層増えるのではないで

しょうか。

３点目は、ポイントの管理をコンピューター上で

行うことで、店舗ごとの観光客数を奈良県が把握す

ることが出来ます。たとえば、前年度比で観光客が

増加している店舗に、補助金の支給などといった

形で、観光で得た利益を還元することが出来れ

ば、店舗間の競争意識を刺激し、観光業の活性化

に繋がるのではないかと考えます。

以上のことにより、私たちは、インターネット上で

ポイント管理を行うスタンプラリー、「歩きマイル」の

実施を提言いたします。

平成２７年８月２０日 奈良県高校生議会

ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお願い

します。

○西川議員
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ただいま中井奈緒議員から提案されました提言

第３号、奈良の観光の強化について賛成します。

○髙住議員

ただいま中井奈緒議員から提案されました提言

第３号、奈良の観光の強化について賛成します。

○萩岡高校生議長

ただいまの動議は、正規の賛成があって成立し

ました。

よって、直ちに議題とします。

お諮りします。

提言第３号については、１０番、中井奈緒議員の

動議のとおり決することに賛成の議員の起立を求

めます。

（賛成者起立）

ご着席願います。

起立多数であります。

よって、提言第３号については採択することに決

しました。

○萩岡高校生議長

次に、大淀高等学校、１６番、林祐那議員から提

言第４号、農業と医療が連携した地域づくりについ

て提言決議方の動議が提出されましたので、林祐

那議員に趣旨弁明を求めます。

提言第４号

農業と医療が連携した地域づくりについて

○林議員

大淀高等学校を代表して、提言第４号、農業と

医療が連携した地域づくりについてにつきまして

は、提言文の朗読をもって提案にかえさせていた

だきます。

（大淀高等学校 林祐那議員）

奈良県の南部・東部地域はかつて第１次産業が

盛んでしたが、現在は昭和２５年と比べると、いず

れの地域も第１次産業への就業者数は１割程度と

なっています。地域の気候や地形を生かしきれな

いまま、少子高齢化が進み、若者の県外の流出が

起こっています。

そこで提案するのは「農業と医療が連携した地

域づくり」です。

高齢者と若者が協力して農業を行い、その結

果、労働力の確保に加えて、健康の増進に繋げる

ことができれば、奈良県は安心して仕事ができ、医

療が受けられる地域づくりを進めることができます。

具体例を１つ挙げますと、医療の現場に農業を

取り入れ、健康の増進やリハビリができるようにしま

す。それらをサポートする機関を設け、若者が農業

のサポートを行いながら、地域で生産されたものを

地域で加工して販売することで、奈良県の魅力を

伝え、地域の活性化に努めていくというものです。

病院の所有する農園を設け、作物を育てる中

で、患者は農業を通じて健康を取り戻していき、若

者を中心とした働き手は農業を学び地域作りに貢

献するという流れになります。

北海道では同じような取り組みとして、医と農の

連携による「リハビリ・りんご園」が実践されていま

す。

以前、農業をされていた高齢者も多いことから、

身体を使った作業を通して、その方々の身に付け

た智恵や農業の技術、これまでの人生で学んだこ

とを伝える喜びを感じてもらい、高齢者の心身の健

康増進を図ります。それと同時に、若者が一緒に
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作業をしながら農業を学び、共通の体験や話題を

持つことにより、人や社会との交流が活発になりま

す。

このように医療の観点から、異なる世代の人々が

農業を通して互いにサポートし合う、「ファームセラ

ピー（農業療法）」の概念をもった、農業と医療が連

携した地域づくりを提言いたします。

平成２７年８月２０日 奈良県高校生議会

ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお願い

します。

○岩田議員

ただいま林祐那議員から提案されました提言第

４号、農業と医療が連携した地域づくりについて賛

成します。

○武山議員

ただいま林祐那議員から提案されました提言第

４号、農業と医療が連携した地域づくりについて賛

成します。

○萩岡高校生議長

ただいまの動議は、正規の賛成があって成立し

ました。

よって、直ちに議題とします。

お諮りします。

提言第４号については、１６番、林祐那議員の動

議のとおり決することに賛成の議員の起立を求め

ます。

（賛成者起立）

ご着席願います。

起立多数であります。

よって、提言第４号については採択することに決

しました。

○萩岡高校生議長

次に、畝傍高等学校、２０番、岡部百華議員から

提言第５号、奈良・海外高校生交流観光イベントに

よる、海外の高校生との交流の活性化について提

言決議方の動議が提出されましたので、岡部百華

議員に趣旨弁明を求めます。

提言第５号

奈良・海外高校生交流観光イベントによる、

海外の高校生との交流の活性化について

○岡部議員

畝傍高等学校を代表して、提言第５号、奈良・海

外高校生交流観光イベントによる、海外の高校生

との交流の活性化についてにつきましては、提言

文の朗読をもって提案にかえさせていただきます。

（畝傍高等学校 岡部百華議員）

奈良県には魅力的な遺産や観光地がありながら

もリピーターが少ないことが問題点のひとつに挙げ

られます。

そこで観光客の中でも海外の高校生に焦点を

絞り「奈良・海外高校生交流観光イベント」を立ち

上げ、英語を使用または学んでいる海外の高校生

との交流と観光のために「奈良Ｇｌｏｂａｌ Ｓｉｇｈｔｓｅｅ

ｉｎｇ」という機関を設立し、これを積極的に活用する

ことを提案します。

この企画は「大仏・鹿」だけでない様々な奈良県

の魅力を伝えるために、現在奈良県の高校に取り

入れられている「奈良ＴＩＭＥ」の授業を利用し、奈

良についてを深く知ると共に、学んだ奈良の歴史

や伝統ある文化を海外の高校生に紹介、交流しな

がら観光や実際の文化体験などを楽しんでもらお

うというものです。

具体的な考えとしましては、たとえば、文化会館

や県庁を拠点とする仲介センターを置き、そこにホ

ームページなどで海外の高校や県内の高校、また

個人が登録します。すると仲介センターによって、

登録された海外の高校の希望者と県内の高校生と

が繋がることができ、観光交流会が実現されます。

観光案内をするにあたって、県内の高校生で事前
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学習会を行うことにより、海外の高校生にとっての

奈良観光をより濃密な時間にしていただきます。

特に「高校生」と対象を限定したのは、グローバ

ル化の進む社会でこれからの時代を担っていく過

程の段階である高校生には沢山の経験が必要で

あるため、この企画を通してグローバル社会で生き

ていく人材の育成に繋げることができるのではない

かと考えたからです。

また、観光消費額の増加と共に、次代を担う若

者が奈良の深い魅力に触れることで、将来的に再

び奈良に来てもらうことが期待できるのではないで

しょうか。目先の利益だけではなく未来の観光業、

これからの教育にもメリットを及ぼすことを期待し、

提言いたします。

平成２７年８月２０日 奈良県高校生議会

ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお願い

します。

○竹本（祐）議員

ただいま岡部百華議員から提案されました提言

第５号、奈良・海外高校生交流観光イベントによ

る、海外の高校生との交流の活性化について賛成

します。

○舞鴫議員

ただいま岡部百華議員から提案されました提言

第５号、奈良・海外高校生交流観光イベントによ

る、海外の高校生との交流の活性化について賛成

します。

○萩岡高校生議長

ただいまの動議は、正規の賛成があって成立し

ました。

よって、直ちに議題とします。

お諮りします。

提言第５号については、２０番、岡部百華議員の

動議のとおり決することに賛成の議員の起立を求

めます。

（賛成者起立）

ご着席願います。

起立多数であります。

よって、提言第５号については採択することに決

しました。

○萩岡高校生議長

次に、奈良情報商業高等学校、２３番、福本真

帆議員から提言第６号、既存の資産活用と循環を

目指してについて提言決議方の動議が提出されま

したので、福本真帆議員に趣旨弁明を求めます。

提言第６号

既存の資産活用と循環を目指して

○福本（真）議員

奈良情報商業高等学校を代表して、提言第６

号、既存の資産活用と循環を目指してにつきまし

ては、提言文の朗読をもって提案にかえさせてい

ただきます。

（奈良情報商業高等学校 福本真帆議員）

豊かな山々に囲まれた奈良盆地。『万葉集』にも

詠われた大和三山。見事な景観美を見せる田園

風景。さらには、世界遺産や国宝に指定された数

多くの寺社や歴史的建造物と、私たちが暮らす奈

良は素晴らしい自然環境と多くの観光資源に恵ま

れた地です。この地で生まれ育った私自身も、奈

良が「ふるさと」であることを誇りに感じています。誰

もが、一度足を踏み入れると、日々の雑踏の中で

忘れていた「ふるさと」を思い出すのではないでしょ

うか。

私は、「奈良に流行は不要だ！」と考えていま

す。昨年のさだまさしさんとの対談で、荒井知事も

おっしゃっていました「奈良は冷蔵庫」という言葉。

つまり、古き良きものが時空を超えてそのままの姿

で現存し、更には、長い年月をかけて守り築いてき

たこの魅力こそが、他県には真似できない「奈良な
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らでは」の「資産」だと考えるからです。

そこで私は、既存の「資産」を誰もが「ふるさとに

帰ってきた」と思えるような形で活用し、そのために

必要な情報発信の在り方を提案いたします。

奈良県は、京都府、大阪府、和歌山県、三重県

の２府２県に隣接しています。その県境には、そこ

が県境であることを示す標識が立てられています

が、残念ながら文字のみの無機質なものになって

います。これを鮮やかな色や絵で彩り、各地の個

性を発揮した「見せる標識」にしてみてはどうでしょ

うか。「ふるさと」という言葉から、山や小川、田んぼ

などが思い浮かびます。一例として、田園風景を背

景にした上に「奈良県」という文字を表記してみた

り、また、これは既に一部の市で行われています

が、県境や主要幹線道路のガードレールを濃朱に

したり、ポールに鹿を模した人形を飾ったりと、県内

全域に統一感を持たせ、訪れた人に「ここが奈良

だ」「ここからが奈良だ」と視覚的に認識してもらう

方法もあります。これらのことを通して、訪れる人の

心に癒やしをもたらすことができれば良いと考えて

います。

さらに、今年施行された「空き家対策特別措置

法」により、空き家調査が進むことが予想されます。

空き家になったことですぐに処分してしまうのでは

なく、それを「資産」として活用することを提案しま

す。特に、山間部や中南部の農村地帯には、魅力

に溢れた古民家が数多く存在しています。これを

宿泊場所として整備できると思いますし、そのような

例があるとも聞いていますので、県としても支援す

ることはできないでしょうか。すでに、農家民宿のシ

ステムは構築されていますから、運用は可能だと考

えられます。この事からも、奈良を訪れる多くの人

に「ふるさと」を提供できるのではないでしょうか。

以上の２点から、奈良を訪れる人は、この地に一

歩足を踏み入れた瞬間から、全身で奈良を感じ、

癒やしと懐かしさを味わうことになるのです。立地

条件や設備の快適さだけを追い求めた近代ホテル

とは違うやすらぎを提供できればと期待し、提言い

たします。

平成２７年８月２０日 奈良県高校生議会

ぜひともご賛成いただきますよう、よろしくお願い

します。

○光山議員

ただいま福本真帆議員から提案されました提言

第６号、既存の資産活用と循環を目指してについ

て賛成します。

○吉村議員

ただいま福本真帆議員から提案されました提言

第６号、既存の資産活用と循環を目指してについ

て賛成します。

○萩岡高校生議長 ただいまの動議は、正規の賛

成があって成立しました。

よって、直ちに議題とします。

お諮りします。

提言第６号については、２３番、福本真帆議員の

動議のとおり決することに賛成の議員の起立を求

めます。

（賛成者起立）

ご着席願います。

起立多数であります。

よって、提言第６号については採択することに決

しました。

○萩岡高校生議長

これをもって、住みよく魅力ある奈良県づくりに

ついての提言を終わります。

○萩岡高校生議長

以上をもちまして、奈良県高校生議会を閉会し

ます。

○芝池議会事務局長

田中議長、萩岡議長、高校生議員の皆様、大変

お疲れさまでした。

では、ここで荒井正吾奈良県知事から本日の奈

良県高校生議会についてお言葉をいただきます。

知 事 所 感

○荒井知事

閉会に当たりまして感想を申し上げます。
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議員体験はいかがでございましたか。本日の議

事進行は、実際の県議会本会議の場合とすっかり

同じ議事進行になっているように思いました。皆様

といろんな分野の議論をさせていただきましたが、

現職の議員と遜色のないほどよく勉強されていて、

的を射たご質問、参考になるご提言がたくさんあ

り、大変頼もしく感じたところでございます。いただ

きましたご意見、ご提言につきましては、今後の奈

良県政に十分尊重、反映させていただきたいと存

じております。

どうか皆様、これからも奈良県政に関心を持ち続

けていただきたいと思います。また、皆様、お一人

おひとりが住みよく魅力ある奈良県づくりのため、

将来それぞれの分野でご活躍されることをご期待

申し上げます。奈良県は皆様のふるさとでございま

す。ふるさとの未来をつくるのは皆様の力でござい

ます。心からご期待を申し上げるところでございま

す。

最後に、本日の高校生議会開催に当たり、お世

話をいただきました学校関係の方々及び県議会関

係の方々に改めてお礼を申し上げたいと思いま

す。ありがとうございました。そしてご苦労さまでご

ざいました。

○芝池議会事務局長

最後に、荻田義雄奈良県議会議会運営委員長

から閉会のご挨拶を申し上げます。

議会運営委員長閉会挨拶

○荻田議会運営委員長

第４回奈良県高校生議会の閉会に当たりまし

て、一言ご挨拶を申し上げます。

高校生議員の皆さん、きょうは早朝から皆さんに

とって貴重な１日でございましたけれども、大変良

い経験をされました。お疲れでございました。皆様

から、今後の県政に有益な質問や提言をいただき

ましたこと、非常にうれしく思っているところでござ

います。高校生議員から若々しい感性とエネルギ

ッシュなご質問、ご提言を、知事はじめ、理事者の

方々に多岐にわたりいただきましたこと、大変あり

がたいなと、このように思っているところでございま

す。

高校生の皆様には、自分たちの奈良県をよくす

るんだという思いをいつまでも忘れずに、これから

も奈良県政に関心をお持ちいただきたいと願って

いるところでございます。

理事者の皆さんと我々議員とは、立場は異なり

ますが、今後とも高校生の皆様の思いをいただき、

より一層住みよいまちづくりに向けて、魅力ある県

政をともに邁進していきたいと存じます。

終わりになりましたが、本日の開催に当たりまし

て、ご協力を賜りました参加校の先生方、そして関

係各位に御礼を申し上げ、閉会の挨拶といたしま

す。本日は、まことにありがとうございました。

○芝池議会事務局長

以上をもちまして奈良県高校生議会を終了いた

します。

本日は、ありがとうございました。

閉 会

午後３時５５分
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